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日本提案で、ウェルビーイングの国際規格を発行
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• 日本の健康経営の手法を基
本フレーム

• あらゆる国の組織・団体・
集団に適応可能

• 個人と集団のウェルビーイ
ング向上活動に関するガイ
ドライン

ウェルビーイングISO
（ISO25554）
のポイント
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2021年から日本主導で議論開始 2024年11月12日刊行

産業技術総合研究所 佐藤洋氏資料を一部改変
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（理想）となりたい！

（具体的）を実現したい！

そのためには出発点
（仮説）

（現状）を知りたい！

実現に近づくためには

（状態）を測りたい！

現状を知るためには

（モノ・コト）をしたい！

状態を良くするためには
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（理想）となりたい！

（具体的）を実現したい！

（現状）を知りたい！

（状態）を測りたい！

（モノ・コト）をしたい！

Wellbeing concept
目指すゴール

Expected outcome
期待する成果

Wellbeing performance index
アウトカムと比較する評価指標

Indicator
評価指標を得る
ための計測値

Wellbeing service
計測し改善するためのサービス
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「確立された秩序（社会・文化・常識）というものは、どこまでも恣意的なシステムでありながら、どこまでも自然に見える」
ピエール・ブルデュー

人々が豊かに暮らせる持続可能な社会の創造へ
～経済的発展と社会的課題の解決が両立される社会の実現〜

そして夢と希望を持てる未来が輝く社会を

次世代に受け継いでいき続けられる社会へ・・・
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